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細孔構造が同一でR2O濃度のみが違う供試体
長さ変化試験
・比表面積の温度依存性
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異なる温度において長さ変化試験
R2O濃度がセメントペーストの長さ変化に及ぼす影響を評価
温度がセメントペーストの長さ変化に及ぼす影響を評価
・細孔構造の温度依存性
0
0.005
0.01
0.015
0.02
0.025
0.03
0.035
0.04
0.045
0.001 0.01 0.1 1 10 100
細孔径(μ m)
細
孔
量
(m
l/
g)
50℃
10℃
10℃
50℃
細
孔
量
(m
l/
g)
使用材料
・普通ポルトランドセメント（密度：3.16g/cm3，比表面積:3290cm2/g ，アルカリ量：0.51%）
実験に使用した供試体
・セメントペースト角柱供試体（4×4×16cm）
・水酸化ナトリウム
使用材料および供試体作成方法
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供試体浸漬状況
NaOH添加量水溶液
0%NaOH水溶液 2%NaOH水溶液 4%NaOH水溶液
材齢28日後に濃度の異なるNaOH水溶液に一定の期間浸漬
同バッチで供試体を作成
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実験パラメータ
0，2，4％のNaOH水溶液に浸漬
※ 吸脱着試験は10，20，30，40，50℃について実施
各湿度区間の測定時間
長さ変化の測定
湿潤膨張測定試験
乾燥収縮測定試験
相対湿度を段階的に上昇または下降
40%から20%ずつ上昇させ，最終的に95%に到達
95%から20%ずつ減少させ，最終的に40%に到達
R2O濃度 蛍光X線装置
時間(hour)
Ⅰ区間
28
Ⅱ区間 Ⅲ区間Ⅰ’区間Ⅱ’区間Ⅲ’区間
24 28 28 28 28
湿度区間
湿潤過程 乾燥過程
相対湿度(%) 60→8040→60 80→95 95→80 80→60 60→40
湿潤膨張測定試験
乾燥収縮測定試験
時間
相
対
湿
度
95％
80％
60％
40％
相
対
湿
度
時間
相
対
湿
度
95％
80％
60％
40％
相
対
湿
度
測定時間
変位測定用供試体
テフロンシート
1/1000変位計
温度測定用供試体
水銀圧入型ポロシメータ細孔径分布
吸脱着性状 吸脱着試験機
実験概要
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長さ変化挙動に及ぼす温度とR2O濃度の影響
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・吸脱着性状の温度依存性
・比表面積の温度依存性
・細孔構造の温度依存性
温度増加に伴う長さ変化挙動の促進
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ヒステリシス面積大
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温度の上昇に伴って細孔構造が粗大化している可能性
吸脱着ヒステリシス面積の温度依存性
温度の違いによる傾向、水セメント比の違いによる傾向の類似性
雰囲気温度の違いの影響 水セメント比の違いの影響
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背景と目的
既往の研究
実環境下
温度の影響
・体積変化
・水分の吸脱着性状
・セメントの水和反応
温度の変化
異なる温度における乾燥収縮
角田洋，大下英吉（2004）
・水分の吸脱着性状の温度依存性
石田哲也，前川宏一（2004）
・水分状態の温度依存性
温度が乾燥収縮に及ぼすメカニズムに
関して統一的な見解は依然として無い
温度変化に伴う体積変化
内部の細孔構造の変化
実環境下
既往の研究
アルカリ含有量の影響
・セメントの種類
・大気中の炭酸ガスによる中性化
・化学的侵食
・凍結防止剤の散布
小柳朋宏，大下英吉（2007）
・練混ぜ水にNaOHを添加したセメン
トペースト
笠井哲郎，田澤栄一（2003）
・練混ぜ水にNa2SO4を添加したセメン
トペースト
アルカリ量の変化が乾燥収縮に影響
細孔構造の変化の影響
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